
節電要請の見直しの方向性等について節電要請の見直しの方向性等について

平成２４年７月６日
関西電力株式会社

（大飯発電所３号機再稼動を踏まえて）



供給力確保の状況（８月）
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原子力
337万kW

節電要請（H24/5/19）時点昨夏実績（H23/8/9）（万kW）

2,947万kW

揚水
448万kW

他社・融通
522万kW

火力
1,415万kW

水力
225万kW

揚水
223万kW

他社・融通
644万kW

火力
1,472万kW

水力
203万kW

2,542万kW

▲337万kW

▲225万kW

＋121万kW

＋57万kW

▲22万kW

※四捨五入のため合計が合わないことがあります。

大飯3号機再稼動後

揚水
276万kW

他社・融通
644万kW

火力
1,472万kW

水力
203万kW

2,713万kW

＋53万kW

原子力
118万kW

＋118万kW

○節電要請（H24/5/19）時点の供給力は、２,５４２万ｋＷでした。

○大飯３号機の再稼動により、原子力（１１８万ｋＷ）・揚水（５３万ｋＷ）の供給力が増加するため、今夏の供給力は、１７１万ｋＷ

増加し、２,７１３万ｋＷとなる見通しです。
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必要予備力
３％

予備力を考慮した需給ギャップ

３，０９５万ｋＷ：Ｈ２２実績需要
（節電のない、猛暑の一昨年需要）

節電・景気影響等

節電をお願いする量の考え方（案）

お願いしたい節電量１５％以上
１０％以上

随時調整契約

・節電の協力等によって需要が減少
することによる揚水発電の供給力
増加
・出水に恵まれた場合の水力発電の
増加、運用段階の融通等の増加

・中部・北陸・中国電力管内での節
電のご協力による融通の増加
（融通の増加による揚水発電の供給
力増加）

２，９８７万ｋＷ

Ｈ２４想定需要
（定着した節電、随時調整契約織込）

２，９８７万ｋＷ

２

２，５４２万ｋＷ
→２，７１３万ｋＷ（＋１７１万ｋＷ）

８月の場合：１４．９％
→９．２％

（▲４４５万ｋＷ）
→（▲２７４万ｋＷ）

２，５２５万ｋＷ
→２，６８８万ｋＷ
（＋１６３万ｋＷ）

２，４３２万ｋＷ
→２，５９５万ｋＷ

（＋１６３万ｋW）

８月の場合：２１．４％
１６．１％

（▲６６３万ｋＷ）
（▲５００万ｋＷ）

○想定需要は定着した節電等を織り込んでいることから、お客さまの節電前の実績である平成２２年夏季使用

最大電力を基準としております。

○予備力等を考慮した需給ギャップを解消する取組みが必要ですが、節電等により需要が減少した場合の

揚水供給力の増加や、運用段階での応援融通などによる供給力確保の効果等を考慮した水準に、国の調整

による中部電力・北陸電力ならびに中国電力管内での節電のご協力による融通の増加を見込み、平成２２年

夏季使用最大電力から１０％以上の節電をお願いしたいと考えております。。

○節電をお願いする量（現行：１５％以上→今回：１０％以上）は、大飯３号機の稼動が確実となる時期（発電が

開始され、定格熱出力一定運転となった段階）をもって、変更させていただきます。



大飯発電所３号機の再稼動に伴う 揚水供給力の増加と需給ギャップの状況
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揚水動力量
3,955万kWh

最大電力
2,987万ｋＷ

揚水発電必要時間 約12時間

揚水除き供給力
2,319万kW

＜再稼動前＞

揚水供給力
223万kW
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②揚水動力量の増加
（＋383万kWh）

4,338万kWh

＜再稼動後＞

③揚水発電必要時間の減少
約11時間

④揚水供給力の増加
（＋53万kW）

276万kW

①揚水除き供給力の増加
（＋118万kW）

2,437万kW

②発電可能量の増加
（＋268万kWh）

3,036万kWh

23222120191817161514131211109876543210 （時台）

（万kW）

23222120191817161514131211109876543210

（万kW）

発電可能量
2,768万kWh

供給力
2，542万ｋＷ

最大電力
2,987万ｋＷ

供給力
2，713万ｋＷ

需給ギャップ
▲445万kW
（▲14.9％）

需給ギャップ
▲274万kW
（▲9.2％）

①大飯３号機の再稼動に伴い、揚水を除いたベース供給力が増加いたします（＋118万kW）。

②夜間を含めたベース供給力の増加に伴い、上池に汲み上げ可能な水量（揚水動力量）および時間が
増加し 、揚水発電可能量が増加いたします（＋268万kWh） 。

③また、夜の汲み上げ時間が長くなり、昼間の揚水発電時間が減少いたします（約12時間 → 約11時間） 。

④その結果、揚水発電可能供給力が276万kWまで増加いたします（＋53万kW） 。

原子力（118万kW）と揚水（53万kW）による171万kWの供給力増加により、需給ギャップは改善し、

▲445万kW（▲14.9％）から▲274万kW（▲9.2％）となります。

※揚水供給力には他社分（混合揚水16万ｋＷ）含まず。
（参考）他社分を含めた場合の揚水供給力

＜再稼働前＞：239万KW
＜再稼働後＞：292万KW
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大飯発電所３号機、４号機の作業工程

※作業の状況により、工程を変更する場合があります

２次系クリーンアップ
約５日

２次系クリーンアップ
約４～６日

真空上昇
約１日

タービン
バランシング
０～約２日

タービン動
主給水ポンプ
試運転
約２日

起動前弁点検
約１日

タービン
バランシング
０～約２日

１次冷却材系統
漏えい検査
約２日

１次冷却材系統
漏えい確認
約１日

起動に伴う諸検査

約５日

タービン
保安装置確認
約１日

タービン
保安装置確認
約１日

起動に伴う諸検査

３号機作業工程

４号機作業工程

２次系クリーンアップ
約４～６日

実績工程
（7/4 14：00時点）

6/16 14:30

6/21 09:00

6/22 01:30

6/22 15:29

6/26 19:00

6/28 00:00

6/28 20:50

約５日

真空上昇
約１日

起動前弁点検
約１日

２次系クリーンアップ等（４号機）
約１４日～１８日

原子炉起動

臨界

並列
原子炉起動

臨界

並列

7/1 21:00

7/2 06:00

出力上昇試験
約４～５日

定格熱出力一定運転

出力上昇試験
約４～５日

定格熱出力
一定運転

7/3 18:42

参考



需給ギャップ改善に向けた当社の取組み状況について



約１，２００万軒

５月１９日以降、順次、配布

もしくは設置中
（期間中、昨年と同程度の数量を予定）

約５４万部パンフレット

個別ＰＲ

ポスター：約２万部
店頭チラシ：約３５万部

ポスター／店頭チラシ

約１，２００万軒全戸チラシ／検針票［裏面利用］

２８箇所９箇所垂幕掲示（弊社事業所）

約３４０回（予定）約２５０回街頭でのＰＲ

申込受付：約８５，７００件

（累計：約２２３，２００件）
約８，３００件はぴｅみる電の慫慂（検針ＷＥＢ）

加入件数：約５，７００件

＜参考＞

申込受付件数 ：約１１，９００件

コンサル中の件数：約 １，５００件

申込取消件数 ：約 ４，７００件

－

（昨夏、昨冬 未実施）

「季時別電灯PS」の設定

ﾋﾟｰｸ時間以外の時間帯へ負荷移行を
促進

新たな料金メニューの設定

申込受付：約１２２，０００件
－

（昨夏、昨冬 未実施）

お申し込みいただいたお客さまのうち、
平成２４年７～９月分の電気使用量
（kWh）の合計を、平成２３年７～９月分
の電気使用量（kWh）の合計と比較し、
削減率に応じてＱＵＯカードを進呈。

節電インセンティブ施策

７月６日以降小学校へ配布予定

（今夏配布予定：約１１０万枚）

－

（昨夏未実施）

（昨冬配布：約１１０万枚

うち応募数：約6,100件）

小学校にてﾁｬﾚﾝｼﾞｼｰﾄを配布。
家庭での節電への取組みを計画し、取
組結果を事務局に送付いただく。

小学生節電チャレンジ

平成２３年夏季

（実績）
平成２４年夏季内容項目

■ご家庭のお客さま

平成２４年夏の需給ギャップ改善に向けた当社の取組み（１／３）
※実績については、７月３日時点

（引き続きＰＲ・加入拡大に向けた取組みを継続）

４



約１１万件約１１万件
お客さま（５００ｋW未満）への

ダイレクトメール送付

産業用：７４団体

業務用：５１団体

産業用：８９団体

業務用：４５団体
業界団体さまへの訪問

２４件 約３６万kW２４件 約３７万kW
当社の供給設備の事故、予想外の需要の急増による電力需給

逼迫時に強制的、もしくは当社からの通告で負荷を遮断する

ことに対し電気料金を割引

瞬時調整特約
随
時
調
整
契
約

需
給
調
整

約７，０００件約７，０００件お客さま（５００ｋW以上）訪問

訪問等の状況

１０５件 約５万kW４件 約１万kW
当社からの通告により、翌日に実施される大幅な負荷抑制に

対し電気料金を割引
通告調整特約

１２９件 約４１万kW２８件 約３８万kW随時調整契約の合計

平成２４年夏季
平成２３年夏季

（実績）
内容項目

空調機器の一部停止や自家発の発電増加など月単位での
負荷調整

ピーク時間

調整特約

約７６，９００件
（対象：約110,000件）

約３，３００件
（対象：約7,000件）

約１７１万kW（注）

最大需要電力が前年同月の最大需要電力を下回る場合に、
それに相当する電気料金を割引

プラントの補修や長期休日の設定など、週単位での負荷調整

休日の振替や新たな休日の設定など、１日単位での負荷調整

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｶｯﾄﾌﾟﾗﾝ

（需給調整特約Ｓ）

操業調整特約

休日特約

約 ６１，０００件
（対象：約110,000件）

約５３万kW（注）

約 １，７００件
（対象：約7,000件）

約１００万kW（注）

計
画
調
整
特
約

※随時調整契約kWは契約値

（注）前年同月の最大需要電力と当月の最大需要電力
との差であり、結果としてご協力いただけた数値。

■法人のお客さま(1/2）

（注）計画調整特約kWは,日毎の契約調整電力
合計値の最大値

※実績については、７月３日時点

（引き続きＰＲ・加入拡大に向けた取組みを継続）

（注）計画調整特約kWは,日毎の契約調整電力
合計値の最大値

５平成２４年夏の需給ギャップ改善に向けた当社の取組み（２／３）



１４件の登録
－

（昨夏、昨冬 未実施）

需給逼迫時にお客さま側で負荷を抑制していただける
電力（ネガワット）を入札により募集

（依頼タイミング：需給逼迫が予想される日の前週の
金曜日から前日までの間で、追加的な負荷調整が必要
とされる日毎に入札を実施）

ネガワットプラン

平成２４年夏季平成２３年夏季

（実績）
内容項目

実施に向け、アグリゲーターが

管外のお客さまと契約に向けて

協議中

－

（昨夏、昨冬 未実施）

他電力、アグリゲーターにご協力をいただき、当社管外
の大口のお客さまとネガワット取引を実施し、これによっ
て生じる他電力の供給余力を融通送電いただくもの

（依頼タイミング：需給逼迫が予想される日の前週の
金曜日から前日までの間で、追加供給力が必要とされ
る日毎に入札を実施）

管外のお客さまとの

ネガワット取引

アグリゲーター等活用
１８事業者より応募あり

約８２０件 約１．１万kW

－

（昨夏、昨冬 未実施）
ＢＥＭＳアグリゲーターとの協業によるピーク抑制
（依頼タイミング：需給逼迫が予想される日の前日の
午後）

■法人のお客さま(2/2）

（注）応募段階の数値であり、
現在、契約に向けて調整中

※実績については、７月３日時点

（引き続きＰＲ・加入拡大に向けた取組みを継続）

６平成２４年夏の需給ギャップ改善に向けた当社の取組み（３／３）


